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研究成果の概要（和文）：資質・能力を育成する教育方法のあり方を探るべく、日米のカリキュラムと評価に関
する研究の到達点を整理した。そして、日本の教育実践の文化もふまえながら、教科の本質を追求しつつ資質・
能力の育成につなげていく授業像として、「教科する（do a subject）」授業というヴィジョンを提起し、それ
を実現する実践指針も明らかにした。さらに、そうした質の高い実践を展開しうる教師の力量形成の方法論につ
いても、日米の動向分析を行い整理するとともに、日本の教育現場でのアクション・リサーチを通して、学校ぐ
るみの授業改善を実現する校内研修の進め方の指針を明らかにした。
 

研究成果の概要（英文）：This research examined research accomplishments regarding school curriculum 
and assessment in Japan and the U.S. to explore educational methods for fostering qualities and 
abilities in students. Additionally, it considers Japan’s educational practices in creating a 
vision with a slogan, “do a subject,” for conducting classes that foster qualities and abilities 
while pursuing the essentials of the subject matter. Practical guidelines have been created to 
achieve this vision. Moreover, Japanese and U.S. research trends have been analyzed and documented 
concerning methodologies for strengthening the competencies of educators capable of engaging in such
 high-quality endeavors. Furthermore, through research conducted in Japanese classrooms, this 
research has created guidelines for school-based teacher training programs improving class lessons 
for the entire school.

研究分野：教育方法学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アクティブ・ラーニングによる授業改善にしても、カリキュラム・マネジメントによる学校改善にしても、原理
的検討を欠いて、手法に関する議論に終始し、実践の形式化を招きがちである。これに対して、本研究の成果
は、日米の授業実践と教師の力量形成に関する理論と実践の蓄積を構造的に整理し、原理的な検討を加えた上
で、現代社会が求める資質・能力を実質的に育みうる、日本の教育文化の強みを生かした新しい授業像と教師の
学びのシステムを提案するものである。しかも、教育現場に対する実践指針を提供し、実際の改革の事例を書籍
等で共有することで、日本各地の小・中・高等学校や自治体の取り組みにインパクトを与えた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
学習指導要領の改訂に向けた議論において、内容ベースから「資質・能力」（コンピテンシー・）

ベースへのカリキュラム改革が焦点となっていた。このコンピテンシー・ベースのカリキュラ

ム改革に伴って、学校教育に対する能力要求は高まり、教育システムは複雑さを増している。

そんな中、日本の教師たちによる教育実践や授業研究の豊かな蓄積の上に、その強みを生かし

つつ社会の変化に応じた新たな授業像をどう無理のない形で構築しうるのか。そして、それを

各学校において実現する教師や教師集団をどう育てていけばよいのか。これらの点が喫緊の課

題となっていた。 

しかし、先行研究においては、アクティブ・ラーニングを通していかなる資質・能力を育て、

その学習成果をどう捉えるのかという目標と評価のあり方が明確化されておらず、それゆえ、

ただアクティブであることを越えていかなる学習活動の質を追求するのかを十分に提示できて

はいなかった。さらに、そうした学習活動を組織しうる教師の成長を支援する手立ての解明に

まで踏み込めていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、現代社会が求める資質・能力を育成する授業と評価の方法論と、それを担う教

師の力量形成を支援するシステムについて明らかにすることを目的とした。具体的には、日米

の研究や実践の蓄積に分析を加え、下記の三つの研究課題に取り組んだ。 

A. 現代社会が求める資質・能力を育成する授業像と授業設計の方法論を解明すること。 

B. 資質・能力を育てる教育活動を担う教師の力量形成を支援する手立てを明らかにすること。 

C. 日本の小・中学校でのアクション・リサーチを進め、教員研修用のワークショップ教材と校

内研修のシステムを開発すること。 
 
３．研究の方法 
本研究では三つの課題に対して、下記のような形でアプローチした。課題 Aについては、米

国のパフォーマンス評価論と「学習としての評価」論の最新動向を明らかにした。また、課題

解決学習、発見学習など、戦後日本における思考力育成をめざした教育方法の蓄積にも分析を

加え、知識発見型ではない知識構築型授業をデザインする方法を解明した。課題Bについては、

日本における授業研究の歴史と現在、および米国における授業研究の展開を検討することで、

教師の力量形成のプロセスとそれを支える学習システムについて解明した。課題Cについては、

上記の日米の動向分析をふまえたアクション・リサーチを進めることで、教科の本質を追求し

かつ資質・能力の育成につながる授業（「教科する（do a subject）」授業）とその実践指針を現

場教師とともに開発し、その設計方法を具体化した。そして、そうした授業が展開できるため

の校内研修のシステムを開発した。 

A、B については、日米の理論や実践を対象に、文献調査と現地調査（授業観察、インタビ

ュー、研究会への参加など）を行った。Cについては、国内の小・中・高等学校において、授

業改善・学校改善を実際に進めながらアクション・リサーチを行った。 

 
４．研究成果 

（１）「教科する」授業という授業像と授業づくりの方法論の提起 

現代社会が求める資質・能力を育成する授業像と授業設計の方法論の解明については、「教科

する」授業という授業像を提起し、その具体化のための実践指針を明らかにした。「教科する

（do a subject）」授業とは、知識・技能が実生活で生かされている場面や、その領域の専門家

が知を探究する過程を追体験し、「教科の本質」をともに「深め合う」授業である。「教科する」



授業は、授業をアクティブなものにすることと教科の本質を追求することとを別のものとして

は捉えず、教科の本質の捉えなおしを通じて、両者を結びつける授業づくりのヴィジョンを提

起するものである。それは、子どもたちに委ねる学習活動の問いと答えの間を長くしていくこ

とを志向していると同時に、教科の本質的かつ一番おいしい部分を子どもたちに保障していく

ことをめざした、教科学習本来の魅力や可能性、特にこれまでの教科学習であまり光の当てら

れてこなかったそれ（教科内容の眼鏡としての意味、教科の本質的なプロセスの面白さ）の追

求でもある。そして、「教科する」授業というヴィジョンをめざして学びの質を追求していく

上で、実践の手がかりとなる手立てや仕掛けとして、実践の組み立てにおいて、①末広がりの

単元づくりと②最適解創出型（知識構築型）の授業づくりをめざすこと、そして、単元レベル

と授業レベルの両方で、思考する必然性と思考のつながりを重視しつつ、③"Do"の視点から授

業での活動や思考の質（学習者が内的に経験している動詞）を吟味することを提起した。 

 

（２）授業改善の組織的展開のための学校改善の方略の提起 

教師個人レベルの授業改善が進むことが必ずしも、学校改善や生徒の学びの充実につながる

とは限らない。授業の質は、教師同士が学び合いともに挑戦し続けるような同僚性と組織文化

があるかどうかに大きく規定される。一過性の改革ではなく、持続的な授業改善・学校改善に

つなげていくためには、教師たちが目の前のすべての子どもたちの学びにチームとして責任を

引き受け、協働で授業改善に取り組むシステムと文化の構築が重要である。 

本業である授業を通して学び合う組織を創っていく上では、ヴィジョンの共有と協働する場

づくりの両者を関連付けつつ追求していくことが有効である。コンピテンシー・ベース、資質・

能力ベースのカリキュラム改革を生かして、教師たちが協働で、子どもや学校の実態や課題に

ついて話し合い、そこから目ざす子ども像や実践上の合い言葉や学校全体で取り組む手だてを

共有していく。そうした学校の診断的な自己評価に裏づけられたボトムアップの協働的な目標

づくりによって、実践の基本的な方向性や目標を教師間で共有する。 

また、協働する場づくりという点について、特に小学校において展開してきた、「授業研究」

（授業公開とその事前・事後の検討会を通して教師同士が学び合う校内研修）の文化は、教師

個々人の力を伸ばすという視点だけでなく、学校の組織力を高めるという視点から、学習する

組織の中心（教師達が力量を高め合い、知を共有・蓄積し、連帯を生み出す場）として有効性

が確認されてきている。めざす子ども像をただ掲げるだけでなく、その実現を目指して実践を

積み重ね、その具体的な学びの姿を、また、それを生み出す手立てや方法論等を教師集団で確

認・共有していくことで、組織的な授業改善と学校改善を進めていくわけである 

上記の実践指針を構築する根拠となる、日米の歴史的・国際的な研究動向については、学会誌

や著作においてまとめた。また、上記の実践指針を教育現場に発信するとともに、実際にそれ

に基づく実践を日本各地で展開し、実践事例を著作等（石井英真編『小学校発 アクティブ・

ラーニングを超える授業―質の高い学びのヴィジョン「教科する」授業―』日本標準、2017

年、石井英真編『授業改善８つのアクション』東洋館出版社、2018年など）の形でまとめ、共

有していった。 
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